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ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
市
と

白
老
町
と
の
１
市
１
町
の
広
域
処
理

に
よ
り
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）
年

４
月
に
運
転
を
開
始
し
、
計
画
的
に

延
命
化
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
令
和

12
（
２
０
３
０
）
年
３
月
ま
で
の
30

年
間
稼
働
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
12
年
度
以
降
の
ご
み
処
理
施

設
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、「
ク
リ
ン

ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
延
命
化
す

る（
再
延
命
化
）
」
か
「
新
た
な
施
設

を
建
設
す
る
」
か
の
い
ず
れ
か
に
方

向
性
を
絞
る
た
め
、
現
施
設
の
プ
ラ

ン
ト
設
備
や
建
築
設
備
の
診
断
調
査

に
よ
る
再
延
命
化
の
評
価
の
ほ
か

『
経
済
性
』『
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
削
減
』『
災
害
に
対
す
る
強
靭
性
』

『
持
続
可
能
な
ご
み
処
理
体
制
』な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
比
較
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
施
設
の
規
模
の
想
定
に

必
要
と
な
る
ご
み
の
焼
却
量
を
決
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
燃
や
せ
る
ご
み

の
多
く
を
占
め
る
『
生
ご
み
』
『
紙

ご
み
』
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
』
を

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
、
ご
み

て
は
、
令
和
４
年
４
月
に
施
行
と
な

っ
た
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源

循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
』
で
、

『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
廃
棄

物
』
と
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品

廃
棄
物
』
の
分
別
収
集
が
市
町
村
の

努
力
義
務
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

法
律
の
趣
旨
に
沿
い
、
将
来
的
に
両

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
収
集
を

導
入
す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
幸
町
に
あ
る
ご
み
処
理
施
設
『
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
』
は
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）
年
４
月
に
供
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
ご
み
処
理
施
設
の
耐
用
年
数
は
一
般
的
に
20
年
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
30
年
間
稼
働
で
き
る
よ
う
延
命
化
対
策
を
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
そ
の
30
年
を
過
ぎ
る
令
和
12
（
２
０
３
０
）
年
４
月
以
降
の
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
「
さ

ら
な
る
延
命
化
（
再
延
命
化
）
」
か
「
新
た
な
施
設
を
建
設
（
新
設
）
」
か
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
市
の
考
え
方
を
案
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
今
月
号
で
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問い合わせ　環境対策グループ（☎85２９５８）

登別市・白老町

令和１２年度以降のごみ処理施設の
在り方について

の
焼
却
量
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ

ナ
ス
面
を
示
し
な
が
ら
実
現
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
町
内
会
や
各
種
団
体

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
共
同

処
理
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
白
老
町

と
も
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
施
設
の
再
延
命
化
ま
た

は
新
設
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
場
合

で
も
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
意
識
を
高
め
、
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
は
、
細
分
化
す
る
こ

と
で
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高
く
な
り
、

ご
み
の
減
量
化
や
地
球
温
暖
化
の
要

因
と
い
わ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
共

通
の
検
討
事
項
と
し
て
『
生
ご
み
』

『
紙
ご
み
』『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
』
の
新
た
な
ご
み
の
分
別
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
会
等
と
の
意
見
交
換
の
結
果
、

『
生
ご
み
』
の
分
別
に
つ
い
て
は
、

分
別
ル
ー
ル
の
違
反
や
衛
生
面
の
問

題
な
ど
の
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
の
面
や
分
別
の
労
力
の
面
な
ど

で
、
反
対
意
見
が
多
い
こ
と
な
ど
か

ら
見
送
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
『
紙
ご
み
』
の
分
別
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
な
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
は
、
町
内
会
等
で
取
り
組
ん

で
い
る
資
源
回
収
の
強
化
や
公
共
施

設
等
で
の
拠
点
回
収
の
実
施
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
』
に
つ
い

新
た
な
ご
み
の
分
別
つ
い
て

新
た
な
ご
み
の
分
別
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
つ
い
て

き
ょ
う
じ
ん
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て
は
、
令
和
４
年
４
月
に
施
行
と
な

っ
た
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源

循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
』
で
、

『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
廃
棄

物
』
と
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品

廃
棄
物
』
の
分
別
収
集
が
市
町
村
の

努
力
義
務
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

法
律
の
趣
旨
に
沿
い
、
将
来
的
に
両

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
収
集
を

導
入
す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
再
延
命
化
す
る
か
新
設
す
る
か
を

決
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、『
廃
棄
物
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
』『
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
』
の
数
値
を
そ

れ
ぞ
れ
比
較
し
た
定
量
的
評
価
の
２

項
目
と
、『
廃
棄
物
処
理
の
安
定
性
』

　
そ
の
結
果
、
再
延
命
化
は
、
『
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
』
や

『
災
害
に
対
す
る
強
靭
性
』
の
面
で

は
新
設
に
劣
る
も
の
の
、
『
廃
棄
物

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
』
を
は
じ

め
、
多
く
の
項
目
で
新
設
と
同
等
も

し
く
は
優
位
な
結
果
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
令
和
４
年
11
月
に
市
と
白
老

町
と
の
協
議
に
お
い
て
、
令
和
12
年

度
以
降
の
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方

と
し
て
は
、
再
延
命
化
が
妥
当
で
あ

る
と
の
考
え
に
至
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
経
て
作
成
し

た
『
登
別
市
・
白
老
町　

令
和
12
年

度
以
降
の
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
（
案
）
』
は
、
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
方
々
で
構
成
す
る
『
登

別
市
環
境
保
全
審
議
会
』
で
の
審
議

や
住
民
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
経
て
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
基

に
３
月
に
は
正
式
な
方
針
と
し
て
決

　
ご
み
処
理
施
設
の
再
延
命
化
ま
た

は
新
設
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
場
合

で
も
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
意
識
を
高
め
、
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
は
、
細
分
化
す
る
こ

と
で
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高
く
な
り
、

ご
み
の
減
量
化
や
地
球
温
暖
化
の
要

因
と
い
わ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
共

通
の
検
討
事
項
と
し
て
『
生
ご
み
』

『
紙
ご
み
』『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
』
の
新
た
な
ご
み
の
分
別
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
会
等
と
の
意
見
交
換
の
結
果
、

『
生
ご
み
』
の
分
別
に
つ
い
て
は
、

分
別
ル
ー
ル
の
違
反
や
衛
生
面
の
問

題
な
ど
の
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
の
面
や
分
別
の
労
力
の
面
な
ど

で
、
反
対
意
見
が
多
い
こ
と
な
ど
か

ら
見
送
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
『
紙
ご
み
』
の
分
別
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
な
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
は
、
町
内
会
等
で
取
り
組
ん

で
い
る
資
源
回
収
の
強
化
や
公
共
施

設
等
で
の
拠
点
回
収
の
実
施
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
』
に
つ
い

再
延
命
化
が
妥
当
と
の
結
論
に

再
延
命
化
が
妥
当
と
の
結
論
に

▼再延命化と新設の比較表

『
地
域
貢
献
』『
環
境
と
の
共
生
』

『
災
害
に
対
す
る
強
靭
性
』『
持
続
可

能
な
ご
み
処
理
体
制
』
の
数
字
で
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
に
着

目
し
た
定
性
的
評
価
５
項
目
に
つ
い

て
比
較
・
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
予
定
に
つ
い
て

○
△
○
○
○
△
○
○

△
○
○
△
○
○
△
△

再延命化
比　較　項　目

新設

評　　価

（１）廃棄物ライフサイクルコスト

（２）温室効果ガス排出量の削減

（３）廃棄物処理の安定性

（４）地域貢献（余熱利用）

（５）環境との共生（環境基準）

（７）持続可能なごみ処理体制

（６）災害に対する強靱性
　　　（特に地震・津波）

定量的
評　価

定性的
評　価

総　合　評　価

定
す
る
見
込
み
で
す
。

　
『
登
別
市
・
白
老
町　

令
和
12
年

度
以
降
の
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
（
案
）
』
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲申請フォーム▲市公式ウェブサイト

▲市公式
ウェブサイト

住民説明会を開催します

パブリックコメント（意見公募）を行います
案件名　登別市・白老町　令和12年度以降のごみ処理施設の
在り方について（案）
募集期間　１月４日㈬～２月２日㈭
閲覧場所　市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、しん
た21、市立図書館、市立図書館アーニス分館、市民活動セ
ンター、登別温泉郵便局、クリンクルセンターに備え付け
るほか、市公式ウェブサイトに掲載しています
提出方法　閲覧場所に備え付けの用紙か任意の紙に①案件名、
②住所、③氏名、④電話番号、⑤意見を記入し、閲覧場所
に備え付けの『意見箱』に投函するか、申請フォームまた
は郵送、ファクスで環境対策グループ
（〒059-0002幸町２丁目５・☎85２９５８・　85２５８５）

　市は、将来のごみの分別と令和12年度以降のごみ処理施
設の在り方に関する市の考え方をご理解いただくとともに、
案に対する意見をいただくため、次のとおり住民説明会を
開催します。

場所

月日

時間

市民会館

１月18日㈬

鷲別コミュニティセンター

１月19日㈭

婦人センター

１月20日㈮

10時～、18時～
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さ

ら
な
る
延
命
化
（
再
延
命
化
）
」
か
「
新
た
な
施
設
を
建
設
（
新
設
）
」
か
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
市
の
考
え
方
を
案
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
今
月
号
で
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問い合わせ　環境対策グループ（☎85２９５８）

登別市・白老町

令和１２年度以降のごみ処理施設の
在り方について

の
焼
却
量
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ

ナ
ス
面
を
示
し
な
が
ら
実
現
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
町
内
会
や
各
種
団
体

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
共
同

処
理
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
白
老
町

と
も
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ご
み
処
理
施
設
の
再
延
命
化
ま
た

は
新
設
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
場
合

で
も
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
意
識
を
高
め
、
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
は
、
細
分
化
す
る
こ

と
で
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高
く
な
り
、

ご
み
の
減
量
化
や
地
球
温
暖
化
の
要

因
と
い
わ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
共

通
の
検
討
事
項
と
し
て
『
生
ご
み
』

『
紙
ご
み
』『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
』
の
新
た
な
ご
み
の
分
別
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
会
等
と
の
意
見
交
換
の
結
果
、

『
生
ご
み
』
の
分
別
に
つ
い
て
は
、

分
別
ル
ー
ル
の
違
反
や
衛
生
面
の
問

題
な
ど
の
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
の
面
や
分
別
の
労
力
の
面
な
ど

で
、
反
対
意
見
が
多
い
こ
と
な
ど
か

ら
見
送
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
『
紙
ご
み
』
の
分
別
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
な
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
は
、
町
内
会
等
で
取
り
組
ん

で
い
る
資
源
回
収
の
強
化
や
公
共
施

設
等
で
の
拠
点
回
収
の
実
施
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
』
に
つ
い

新
た
な
ご
み
の
分
別
つ
い
て

新
た
な
ご
み
の
分
別
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
つ
い
て

き
ょ
う
じ
ん
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て
は
、
令
和
４
年
４
月
に
施
行
と
な

っ
た
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源

循
環
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
』
で
、

『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
廃
棄

物
』
と
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品

廃
棄
物
』
の
分
別
収
集
が
市
町
村
の

努
力
義
務
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

法
律
の
趣
旨
に
沿
い
、
将
来
的
に
両

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
収
集
を

導
入
す
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
再
延
命
化
す
る
か
新
設
す
る
か
を

決
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、『
廃
棄
物
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
』『
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
』
の
数
値
を
そ

れ
ぞ
れ
比
較
し
た
定
量
的
評
価
の
２

項
目
と
、『
廃
棄
物
処
理
の
安
定
性
』

　
そ
の
結
果
、
再
延
命
化
は
、
『
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
』
や

『
災
害
に
対
す
る
強
靭
性
』
の
面
で

は
新
設
に
劣
る
も
の
の
、
『
廃
棄
物

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
』
を
は
じ

め
、
多
く
の
項
目
で
新
設
と
同
等
も

し
く
は
優
位
な
結
果
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
令
和
４
年
11
月
に
市
と
白
老

町
と
の
協
議
に
お
い
て
、
令
和
12
年

度
以
降
の
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方

と
し
て
は
、
再
延
命
化
が
妥
当
で
あ

る
と
の
考
え
に
至
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
経
て
作
成
し

た
『
登
別
市
・
白
老
町　

令
和
12
年

度
以
降
の
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
（
案
）
』
は
、
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
方
々
で
構
成
す
る
『
登

別
市
環
境
保
全
審
議
会
』
で
の
審
議

や
住
民
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
経
て
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
基

に
３
月
に
は
正
式
な
方
針
と
し
て
決

　
ご
み
処
理
施
設
の
再
延
命
化
ま
た

は
新
設
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
場
合

で
も
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
意
識
を
高
め
、
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
は
、
細
分
化
す
る
こ

と
で
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高
く
な
り
、

ご
み
の
減
量
化
や
地
球
温
暖
化
の
要

因
と
い
わ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
共

通
の
検
討
事
項
と
し
て
『
生
ご
み
』

『
紙
ご
み
』『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
』
の
新
た
な
ご
み
の
分
別
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
会
等
と
の
意
見
交
換
の
結
果
、

『
生
ご
み
』
の
分
別
に
つ
い
て
は
、

分
別
ル
ー
ル
の
違
反
や
衛
生
面
の
問

題
な
ど
の
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
の
面
や
分
別
の
労
力
の
面
な
ど

で
、
反
対
意
見
が
多
い
こ
と
な
ど
か

ら
見
送
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
『
紙
ご
み
』
の
分
別
に
つ
い
て
は
、

前
向
き
な
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
は
、
町
内
会
等
で
取
り
組
ん

で
い
る
資
源
回
収
の
強
化
や
公
共
施

設
等
で
の
拠
点
回
収
の
実
施
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
』
に
つ
い

再
延
命
化
が
妥
当
と
の
結
論
に

再
延
命
化
が
妥
当
と
の
結
論
に

▼再延命化と新設の比較表

『
地
域
貢
献
』『
環
境
と
の
共
生
』

『
災
害
に
対
す
る
強
靭
性
』『
持
続
可

能
な
ご
み
処
理
体
制
』
の
数
字
で
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
に
着

目
し
た
定
性
的
評
価
５
項
目
に
つ
い

て
比
較
・
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
予
定
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
予
定
に
つ
い
て

○
△
○
○
○
△
○
○

△
○
○
△
○
○
△
△

再延命化
比　較　項　目

新設

評　　価

（１）廃棄物ライフサイクルコスト

（２）温室効果ガス排出量の削減

（３）廃棄物処理の安定性

（４）地域貢献（余熱利用）

（５）環境との共生（環境基準）

（７）持続可能なごみ処理体制

（６）災害に対する強靱性
　　　（特に地震・津波）

定量的
評　価

定性的
評　価

総　合　評　価

定
す
る
見
込
み
で
す
。

　
『
登
別
市
・
白
老
町　

令
和
12
年

度
以
降
の
ご
み
処
理
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
（
案
）
』
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲申請フォーム▲市公式ウェブサイト

▲市公式
ウェブサイト

住民説明会を開催します

パブリックコメント（意見公募）を行います
案件名　登別市・白老町　令和12年度以降のごみ処理施設の
在り方について（案）
募集期間　１月４日㈬～２月２日㈭
閲覧場所　市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、しん
た21、市立図書館、市立図書館アーニス分館、市民活動セ
ンター、登別温泉郵便局、クリンクルセンターに備え付け
るほか、市公式ウェブサイトに掲載しています
提出方法　閲覧場所に備え付けの用紙か任意の紙に①案件名、
②住所、③氏名、④電話番号、⑤意見を記入し、閲覧場所
に備え付けの『意見箱』に投函するか、申請フォームまた
は郵送、ファクスで環境対策グループ
（〒059-0002幸町２丁目５・☎85２９５８・　85２５８５）

　市は、将来のごみの分別と令和12年度以降のごみ処理施
設の在り方に関する市の考え方をご理解いただくとともに、
案に対する意見をいただくため、次のとおり住民説明会を
開催します。

場所

月日

時間

市民会館

１月18日㈬

鷲別コミュニティセンター

１月19日㈭

婦人センター

１月20日㈮

10時～、18時～

https://www.city.noboribetsu.lg.jp/article/2022121200037/
https://www.city.noboribetsu.lg.jp/docs/2022111100033/

